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～  大きなサツマイモがとれたよ！  ～
令和４年10月19日（水）　伏見保育園

いっぺん見てみてみたけ



第１日（９月１日）
◆議長報告（２件）　◆町長報告（２件）　◆議案の上程、提案理由の説明（14件）
◆議案の審議・採決（７件）

第２日（９月７日）
◆一般質問（６議員）

第３日（９月８日）
◆議案（令和３年度各会計決算認定など）を総務建設産業常任委員会・民生文教常任委員
会に付託

民生文教常任委員会（９月 14日）
◆令和３年度一般会計決算の民生文教常任委員会所管部分、令和３年度国民健康保険特別会計決算、
　令和３年度後期高齢者医療特別会計決算、令和３年度介護保険特別会計決算を審議

総務建設産業常任委員会（９月 16日）
◆令和３年度一般会計決算、令和３年度水道事業会計決算、令和３年度下水道事業会計決算を審議

第４日（９月 21日）
◆議案の審議・採決（１件）
◆各常任委員会に付託された議案の審議結果報告・審議・採決（６件）

第３回 定例会  9月1日～21日

■ 令和４年度補正予算などの議案７件、承認３件、発議１件を審議・採決
■ 6議員が町政について質問

報　
告

議
長
報
告

●
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に

つ
い
て
（
令
和
４
年
５
月
分
か

ら
７
月
分
ま
で
）

●「
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担

２
割
化
の
中
止
を
求
め
る
意
見

書
」
に
関
す
る
陳
情
書

町
長
報
告

●
令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

●
放
棄
し
た
私
債
権
の
報
告
に
つ

い
て

●
御
嵩
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
改
正

国
の
改
正
に
合
わ
せ
、
育
児
休

業
の
緩
和
を
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

条
例
の
改
正
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●
人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
の
同
意

が
求
め
ら
れ
、
賛
成
全
員
で
推
薦

同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
５
年
１
月
１
日
か

ら
令
和
７
年
12
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

清し

水み
ず 

則の
り

宏ひ
ろ

さ
ん
（
井
尻
）

●
教
育
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同

意
が
求
め
ら
れ
、
賛
成
全
員
で
任

命
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
４
年
10
月
１
日
か

ら
令
和
８
年
９
月
30
日
ま
で
の
４

年
間
で
す
。

中な
か

瓦が
わ
ら 

智と
も
子こ

さ
ん
（
南
山
台
西
）

人　
事

決　
算

補
正
予
算

一
般
会
計
は
、
主
に
令
和
３
年

度
の
決
算
や
交
付
税
の
確
定
な
ど

に
と
も
な
う
補
正
で
す
。

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
・
地
方

特
例
交
付
金
の
決
定
に
よ
る
増
額

な
ど
で
す
。

歳
出
は
、
基
金
積
立
金
や
町
税

等
還
付
金
の
増
額
、
自
治
会
要
望

な
ど
を
踏
ま
え
た
道
路
維
持
工
事

費
の
増
額
な
ど
で
す
。

そ
の
他
の
特
別
会
計
に
つ
い
て

も
、
主
に
令
和
３
年
度
決
算
に
と

も
な
う
繰
越
金
の
確
定
に
よ
る
補

正
で
す
（
下
表
参
照
）。

令
和
４
年
度
補
正
予
算

令
和
３
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保

険
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、

下
水
道
事
業
会
計
な
ど
の
決
算
に

つ
い
て
は
、
８
月
２
日
か
ら
４
日

に
か
け
て
、
監
査
委
員
に
よ
る
決

算
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
関
係
帳

簿
や
証
拠
書
類
と
の
照
合
に
よ
り
、

数
値
に
お
い
て
は
誤
り
の
な
い
も

の
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
を
参
考
に
総
務
建
設
産
業

常
任
委
員
会
、
民
生
文
教
常
任
委

員
会
に
お
い
て
担
当
課
に
よ
る
説

明
を
受
け
審
査
を
お
こ
な
っ
た
と

こ
ろ
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
め
ら
れ
、
議
会
で
の
審

議
を
経
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
決
算

会　　計 補正額 補正後の総額

一般会計補正予算（第４号） 6,940万7千円 111億6,040万8千円

国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 2,233万9千円 22億6,633万9千円

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 354万9千円 2億7,954万9千円

介護保険特別会計補正予算（第１号）
（保険事業勘定）
（介護サービス事業勘定）

1億1,728万2千円
261万8千円

18億7,828万2千円
931万8千円

中瓦　智子さん
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令和３年度　各会計決算認定
令和３年度　一般会計・特別会計決算総括表

令和３年度　水道事業会計決算総括表

令和３年度　下水道事業会計決算総括表

令和３年度　議会費決算の状況

会計区分 歳入合計 歳出合計 差引額

一般会計 89億9,314万7,373円 87億2,460万2,653円 2億6,854万4,720円

特別会計 44億4,283万4,138円 42億3,578万2,432円 2億705万1,706円

内　
訳

国民健康保険特別会計 22億3,104万8,841円 21億6,070万4,198円 7,034万4,643円

後期高齢者医療特別会計 2億4,546万4,748円 2億3,936万6,248円 609万8,500円

介護保険特別会計（保険事業勘定） 19億5,867万6,846円 18億3,087万9,333円 1億2,779万7,513円

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 764万3,703円 483万2,653円 281万1,050円

合　　計 134億3,598万1,511円 129億6,038万5,085円 4億7,559万6,426円

区　分 収入合計 支出合計 差引額 備　考

収 益 的 収 支 5億7,256万9,294円 5億3,359万1,833円 3,897万7,461円 地方税及び地方消費税抜き

資 本 的 収 支 1億183万9,352円 1億183万9,352円 0円 地方税及び地方消費税込み

区　分 収入合計 支出合計 差引額 備　考

収 益 的 収 支 6億4,100万3,103円 5億7,049万1,090円 7,051万2,013円 地方税及び地方消費税抜き

資 本 的 収 支 5億9,337万6,290円 5億9,337万6,290円 0円 地方税及び地方消費税込み

主なもの 詳　細 決算額

報 酬 町議会議員報酬
議長300,000円、副議長245,000円、委員長230,000円、議員220,000円

3,065 万 9,250 円

手 当 町議会議員期末手当 1,307 万 5,208 円

旅 費 議員研修、議員国会議員陳情 18万 460円

交 際 費 慶弔費、総会等会費 27万 856円

需 用 費 「議会のたより」印刷製本費、議会関係参考書籍等購入費など 109万 6,612 円

役 務 費 議長車保険料、郵便料など 10万 1,692 円

委 託 料 議会会議録作成委託料 89万 6,588 円

使用料及び賃借料 東京陳情タクシー借上料など 1万 2,480 円

負 担 金 可茂町村議会議長会負担金、可茂地域市町村議会議長会負担金、議員研修負担金など 56万 6,050 円
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審 結議 果
議案番号 事　　　　件　　　　名 結果

認定第１号 令和３年度御嵩町一般会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第２号 令和３年度御嵩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第３号 令和３年度御嵩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第４号 令和３年度御嵩町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第５号 令和３年度御嵩町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 可決認定

認定第６号 令和３年度御嵩町下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 可決認定

議案第42号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 推薦適任

議案第43号 御嵩町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 任命同意

議案第44号 令和４年度御嵩町一般会計補正予算（第４号）について 可決

議案第45号 令和４度御嵩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 可決

議案第46号 令和４年度御嵩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 可決

議案第47号 令和４年度御嵩町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 可決

議案第48号 御嵩町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決

全て全会一致
でした！
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総務建設産業常任委員会、民生文教常任委員会において、令和３年度決算などを慎重に
審議しました。委員会での質疑から、各委員が注目した内容を紹介します。

� ※答のカッコ内は担当課

民生文教常任委員会
問
老
人
憩
い
の
家
の
利
用
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で

あ
る
か
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

コ
ー
ラ
ス
な
ど
発
声
を
と
も
な
う
も
の
、
囲
碁
、

将
棋
に
つ
い
て
は
以
前
は
禁
止
し
て
い
た
が
、

令
和
４
年
７
月
か
ら
再
開
し
た
。
脳
ト
レ
教
室
、

運
動
教
室
な
ど
は
以
前
ど
お
り
活
動
を
し
て
い

る
。

�

（
保
険
長
寿
課
）

問
伏
見
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事
実
施
設
計
委
託

を
完
了
し
た
が
、
材
料
費
の
価
格
変
動
に
対
応

す
る
た
め
、
今
年
度
修
正
設
計
を
お
こ
な
っ
た
。

今
後
の
工
事
の
見
通
し
は
。

答

新
庁
舎
事
業
の
目
途
が
立
っ
て
き
た
こ
と
で

伏
見
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事
の
ゴ
ー
サ
イ
ン

が
出
さ
れ
、
令
和
４
年
度
内
の
工
事
発
注
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
そ
の
後
、
新
庁
舎

事
業
の
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
で
あ
る
た
め
、

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
と
し
て

は
答
え
ら
れ
な
い
。�

（
学
校
教
育
課
）

問
白
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
土
地
借
上
料
が

毎
年
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
の
算
出
根
拠
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
状
況
は
。

答

土
地
借
上
料
は
基
本
料
金
50
万
円
に
そ
の
年

の
固
定
資
産
税
を
合
わ
せ
た
額
を
白
山
神
社
に

支
払
っ
て
い
る
。
利
用
状
況
と
し
て
は
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
サ
ッ

カ
ー
に
利
用
し
て
い
る
。�

（
生
涯
学
習
課
）

問

高
齢
者
い
き
が
い
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
利
用
者
へ
の
影
響
や
今
後
の
利
用
者
増
の
方

策
は
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

利
用
人
数
や
利
用
時
間
の
制
限
、
食
事
を
禁
止

し
た
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
減
少
へ
と
つ
な

が
っ
た
。
利
用
者
の
増
加
に
向
け
て
、
各
施
設

の
指
定
管
理
者
に
よ
る
教
室
や
講
座
の
開
催
、

町
に
よ
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
催
な
ど
の
努
力

は
し
て
い
る
が
、
制
限
を
解
除
し
な
い
限
り
利

用
者
数
は
伸
び
悩
む
と
考
え
て
い
る
。

�

（
保
険
長
寿
課
）

質
疑
無
し

大沢まり子 委員

山田儀雄 委員 奥村悟 委員

安藤雅子 委員伏屋光幸 委員
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常任委員会　～委員（議員）１１人の注目は～
総務建設産業常任委員会

意
見

南
山
台
東
自
治
会
下
水
道
工
事
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
日
常
生
活
に
関
す
る
極
め
て
大
切
な
部

分
で
あ
る
の
で
、
何
ら
か
の
形
で
解
決
の
糸
口

を
見
出
し
な
が
ら
業
務
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

谷口鈴男 委員

問

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
落
ち
て

き
て
い
る
現
状
を
懸
念
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
対
応
が
難
し
い
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
て
い
く
た
め
の
考
え
は
。

答

現
在
３
０
０
名
ほ
ど
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
。

各
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
も
同
様
の
懸
念
が
あ
る
。

以
前
は
各
地
区
で
招
集
し
て
災
害
時
の
訓
練
を

実
施
し
て
い
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
を
し
て
い
き

た
い
。�

（
総
務
防
災
課
）

高山由行 委員

問

町
道
の
陥
没
や
舗
装
の
ひ
び
割
れ
の
補
修
な
ど

は
規
模
が
小
さ
い
物
で
あ
れ
ば
職
員
で
対
応
し

て
い
る
と
思
う
が
、
最
近
補
修
な
ど
が
必
要
な

場
所
が
増
え
て
い
る
。
住
民
か
ら
の
要
望
に
応

え
る
た
め
に
も
、
道
路
補
修
な
ど
を
専
門
と
す

る
職
員
の
採
用
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答

会
計
年
度
任
用
職
員
な
ど
で
専
門
の
職
員
を
任

用
し
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き
る
よ
う
検
討

し
た
い
。�

（
建
設
課
）

問

A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
（
★
）
の
利
用
は
ど

れ
ほ
ど
あ
る
か
。
ま
た
、
利
用
す
る
に
あ
た
り
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
L
I
N
E
か
ら
A
I

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
見
つ
け
る
の
が
困
難
で
は

な
い
の
か
。

答

令
和
３
年
度
の
利
用
者
数（
累
計
）は
４
１
８
人

で
、
1
，3
8
0
件
の
質
問
に
回
答
し
た
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
簡
単
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

今
後
掲
載
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�

（
総
務
防
災
課
）

※
現
在
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ど
の
画
面
か
ら
も

A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
新
庁
舎
木
材
調
達
事
業
に
つ
い
て
、
木
材
調
達

業
務
委
託
の
流
れ
は
ど
の
よ
う
に
。

答

業
務
委
託
そ
の
１
は
、
森
林
経
営
信
託
地
か

ら
間
伐
し
た
原
木
を
調
達
し
製
材
し
て
最
終
的

に
乾
燥
ま
で
し
て
検
査
を
し
て
町
へ
納
入
す
る
。

業
務
委
託
そ
の
２
は
、
主
に
皆
伐
地
か
ら
搬
入

さ
れ
る
原
木
を
調
達
す
る
業
務
と
、
町
へ
納
品

さ
れ
た
材
木
製
品
を
保
管
す
る
業
務
で
あ
る
。

業
務
委
託
そ
の
２
の
２
は
、
製
材
用
の
５
ｍ
材
、

６
ｍ
材
の
調
達
業
務
で
あ
る
。

	

（
農
林
課
）

問

一
般
会
計
の
実
質
収
支
額
が
令
和
元
年
度
、
２

年
度
、
３
年
度
で
比
較
す
る
と
令
和
３
年
度
が

最
小
で
あ
っ
た
こ
と
と
令
和
３
年
度
が
令
和
２

年
度
の
約
半
分
と
な
っ
た
こ
と
の
要
因
は
。

答

令
和
２
年
度
は
、
主
に
社
会
保
障
費
の
決
算
見

込
が
不
透
明
で
あ
っ
た
た
め
、
結
果
不
用
額
が

多
く
な
り
収
支
が
大
き
く
な
っ
た
。
令
和
３
年

度
は
、
補
正
の
回
数
も
多
く
、
歳
出
予
算
が
令

和
２
年
度
と
比
べ
決
算
に
近
い
規
模
と
な
っ
た

た
め
、
不
用
額
が
抑
え
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
が

主
な
原
因
で
あ
る
と

考
え
る
。

�

（
総
務
防
災
課
）

清水亮太 委員

岡本隆子 委員

安藤信治 委員福井俊雄 委員

★ AI チャットボット
パソコンやスマートフォン
などからの文字入力により、
AI が会話形式で応答し、行
政サービスの内容や手続き
などを案内するもの。

みたけ議会のたより  （令和4年12月1日号）

7

委
員
会
質
疑



き
い
て
み
た
い
な
、

　
　
　
こ
ん
な
こ
と

内容について
掲載してある質問、答弁は要約とな
っています。会議録は町ホームページ
や議会事務局で閲覧できます。

一般質問とは？
皆さんの生活にかかわる大切な内容
について、議員が町に対して質問をお
こないます。今回の一般質問であなた
の生活にかかわる内容はありますか？

文責についてお知らせ
一般質問の「問・答」は、質問議員
本人の文責です。一般質問のページに
掲載した内容について、議員に直接連
絡がつかない場合は、ご質問の内容、
お名前、連絡先（住所、電話番号等）
を添えて、議会事務局へ書面にてお届
けください。各議員に連絡します。

　
　
①
新
庁
舎
等
整
備
事
業
の
魅
力
は
。

②
可
児
才
蔵
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
今
後
は
。

　
　

�

【
町
長
】

①
庁
舎
建
設
は
行
政
、
議
会
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
事
業
で
あ

る
と
日
頃
か
ら
言
っ
て
き
た
の
は
、

町
の
活
性
化
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、

夢
を
抱
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
場
に
す

る
た
め
で
あ
る
。
庁
舎
な
ど
の
建
設

は
竣
工
す
れ
ば
終
わ
り
で
は
な
く
、

そ
れ
が
始
ま
り
だ
と
思
っ
て
い
る
。

周
辺
に
町
内
の
関
係
者
が
出
店
す
る

こ
と
や
、
外
部
か
ら
の
進
出
に
も
期

待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
夢
が
持
て
る
場
を

造
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
視
界
も
思

考
も
広
が
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
は

行
政
、
議
会
の
使
命
で
あ
る
と
も
思

っ
て
い
る
。

�

【
企
画
調
整
担
当
参
事
】

②
ま
ち
づ
く
り
は
時
間
が
か
か
る
が
、

我
が
町
を
誇
り
に
思
う
情
報
発
信
と

共
感
を
得
る
人
づ
く
り
で
も
あ
る
。可

児
才
蔵
は
町
外
に
も
Ｐ
Ｒ
で
き
、ま
ち

づ
く
り
に
も
活
か
せ
る
貴
重
な
戦
国

武
将
コ
ン
テ
ン
ツ
と
考
え
て
い
る
。今

後
は
笹
に
ま
つ
わ
る
伝
説
な
ど
と
関

連
付
け
な
が
ら
、積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
や
攻

め
の
姿
勢
で
、も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
の
創
出
や
お
勧
め
で
き
る
場

所
と
モ
ノ
の
創
出
を
目
指
し
て
進
め

た
い
。そ
こ
で
、学
校
な
ど
で
の
学
び

の
場
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、解
体
修
復

に
と
も
な
う
願
興
寺
と
の
一
体
的
な

Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、才
蔵
寺
と
の
笹
竹
祈
願

の
仕
掛
け
づ
く
り
や
、関
ケ
原
古
戦

場
記
念
館
お
よ
び
商
工
会
な
ど
と
連

携
し
た
特
産
品
開
発
や
販
路
拡
大
に

取
り
組
む
事
業
者
へ
の
応
援
を
検
討

し
て
い
く
。

問答

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

■一般質問
８ページ
清水　亮太　議員
○まちづくりについて

９ページ
福井　俊雄　議員
○公文書管理と情報公開について
伏屋　光幸　議員
○新庁舎建設について

10ページ
奥村　悟　議員
○町内中学校の運動部活動の地域移行について
〇多文化共生社会づくりに向けた外国籍

の園児、児童生徒の就学支援について
11ページ
岡本　隆子　議員
○中保育園・児童館の早急な対応策を
〇「リニア要対策土受け入れ前提の協議に入る」とは？

12ページ
安藤　信治　議員
○新庁舎等予定地の農地法第５条の転用許可 （掲載順は本会議での質問順とは異なります）

清水亮太　議員

みたけ議会のたより （令和4年12月1日号）
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①
県
庁
か
ら
の
指
摘
確
認
事
項

は
現
在
ま
で
に
何
件
あ
っ
て
、
町
の

回
答
が
了
承
さ
れ
て
い
な
い
事
項
は

具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
か
。

②
町
と
し
て
ど
う
回
答
し
て
い
る
か
。

③
農
地
転
用
許
可
に
つ
い
て
、
現
時

点
で
の
県
庁
と
の
や
り
取
り
は
適
切

な
の
か
。

　
　

�

【
総
務
部
長
】

①
開
発
許
可
申
請
は
、
補
正
指
示
が

68
件
。
全
て
解
決
し
て
お
り
許
可
通

知
を
出
す
ば
か
り
と
県
に
確
認
し
て

い
る
。
農
地
転
用
許
可
申
請
は
、
補

正
指
示
が
45
件
と
事
実
確
認
依
頼
が

２
件
。
残
る
案
件
は
「
御
嵩
町
の
事

務
所
の
位
置
を
変
更
す
る
条
例
」
の

制
定
予
定
時
期
お
よ
び
そ
の
見
込
み

の
１
件
。

②
５
月
25
日
の
全
員
協
議
会
に
お
い

て
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
全
議
員

に
確
認
し
た
結
果
、
反
対
の
意
思
を

示
し
た
議
員
は
１
名
で
あ
り
、
制
定

の
見
込
み
が
あ
る
と
回
答
し
た
が
、

２
日
後
に
４
名
の
議
員
が
、
特
別
議

決
に
反
対
の
意
思
を
示
し
た
要
望
書

を
県
に
提
出
し
、
県
は
、
見
込
み
が

確
認
で
き
な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

③
重
要
審
査
案
件
の
存
在
に
つ
い
て
、

事
業
が
遅
延
し
て
い
る
今
、
町
民
へ

説
明
し
て
い
く
義
務
が
あ
る
。
不
適

切
な
行
為
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

�

【
町
長
】

　

総
務
部
長
か
ら
の
答
弁
の
と
お
り

当
然
の
行
政
事
務
の
や
り
取
り
を
し

て
い
る
の
み
と
受
け
取
っ
て
い
る
。

問答

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
　
①
公
文
書
管
理
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
運
用
に
つ
い
て
、ル
ー
ル
は
ど
の

よ
う
に
決
定
し
運
用
さ
れ
て
い
る
か
。

②
情
報
公
開
の
対
象
と
可
視
化
に
よ

る
公
開
に
つ
い
て
。
情
報
公
開
す
る

の
か
、
し
な
い
の
か
の
線
引
き
は
。

③
公
文
書
管
理
、
業
務
改
善
、
事
務

改
善
に
お
け
る
職
員
の
意
識
の
向
上
、

研
修
な
ど
に
つ
い
て
。

　
　

�

【
総
務
部
長
】

①
町
で
は
、事
務
の
処
理
を
適
正
に
し
、

そ
の
能
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、文

書
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
御
嵩
町
公
文
書
規
程
を
制
定
し
て
い

る
。公
文
書
に
つ
い
て
は
、本
規
程
に
よ

り
、統
一
さ
れ
た
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て

文
書
管
理
事
務
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

②
公
開
を
お
こ
な
う
公
文
書
に
つ
い

て
は
、御
嵩
町
情
報
公
開
条
例
で
定

義
し
て
お
り
、個
人
情
報
な
ど
を
除
き
、

次
の
３
つ
の
要
件
を
全
て
備
え
た
文

書
を
情
報
公
開
の
対
象
と
し
て
い
る
。

１
、実
施
機
関
の
職
員
が
職
務
上
作

成
し
、ま
た
は
取
得
し
た
も
の

２
、実
施
機
関
の
職
員
が
組
織
的
に
用

い
る
も
の

３
、実
施
機
関
が
保
有
し
て
い
る
も
の

③
公
文
書
は
個
人
情
報
も
扱
い
、適

正
管
理
す
る
こ
と
は
業
務
改
善
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、職
員
一
人
一
人
の

意
識
の
向
上
は
重
要
な
こ
と
。引
き

続
き
職
員
研
修
な
ど
は
続
け
て
い
く
。

�
【
町
長
】

　
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、法
令
遵
守

で
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。た
だ
し
、

公
文
書
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
は
公
開

で
き
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

行
政
の
会
議
は
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い

く
こ
と
が一
番
良
い
が
、決
定
し
て
い

な
い
途
中
経
過
で
誤
解
を
招
く
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

問答

公
文
書
管
理
と

情
報
公
開
に
つ
い
て

伏屋光幸　議員

福井俊雄　議員

みたけ議会のたより  （令和4年12月1日号）
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少
子
化
の
中
、
持
続
可
能
な
部

活
動
と
教
師
の
働
き
方
改
革
に
対
応

す
る
た
め
、
公
立
中
学
校
の
部
活
動

が
地
域
移
行
さ
れ
る
。
地
域
移
行
に

向
け
て
町
の
姿
勢
を
問
い
た
い
。

①
地
域
移
行
の
進
め
方
と
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
。

②
各
学
校
の
存
続
が
難
し
い
部
活
動

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
。

③
み
た
け
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
倶
楽
部

と
の
連
携
は
あ
る
の
か
。

　
　

�

【
教
育
長
】

①
国
の
提
言
や
県
の
検
討
会
の
協
議

内
容
を
も
と
に
、学
校
職
員
、生
徒
、

保
護
者
、関
係
団
体
と
の
検
討
会
や

意
見
交
流
を
お
こ
な
い
な
が
ら
具
体

的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
い
て
い
く
。

保
護
者
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
ベ
ー
ス
と

し
な
が
ら
、令
和
５
年
度
後
期
か
ら
、

順
次
、地
域
移
行
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

令
和
７
年
度
末
に
は
休
日
お
よ
び
平

日
の
地
域
移
行
の
完
了
を
目
指
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

②
学
校
間
で
連
携
し
た
合
同
部
活
動

や
、学
校
と
い
う
枠
を
は
ず
し
た
御
嵩

町
と
し
て
の
く
く
り
で
の
部
活
動
、い

わ
ゆ
る「
チ
ー
ム
御
嵩
」を
編
成
し
、生

徒
た
ち
が
自
分
の
挑
戦
し
た
い
部
活

動
に
所
属
す
る
こ
と
が
で
き
、意
欲
的

に
部
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る

環
境
整
備
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

③
み
た
け
ス
ポ
ー
ツ・文
化
倶
楽
部
と

は
、今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
共
通
理

解
を
図
り
、地
域
に
お
け
る
部
活
動
の

指
導
者
を
人
材
バ
ン
ク
と
し
て
登
録

し
、指
導
者
の
不
足
し
て
い
る
部
活
動

や
、新
し
い
部
活
動
を
開
設
し
た
場
合

の
指
導
者
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
連

携
、協
力
を
依
頼
し
た
。

問答

　
　

 

①
令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
一

般
質
問
の
答
弁
の
進
捗
状
況
は
。

②
教
育
現
場
で
の
翻
訳
作
業
の
業
務

負
担
を
軽
減
で
き
る
「
す
ぐ
ー
る
」

を
導
入
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
教
育
指
導
員
や
通
訳
者
の
人
材
確

保
は
ど
の
よ
う
に
。

④
子
ど
も
教
育
を
通
じ
た
多
文
化
共

生
社
会
に
対
す
る
町
の
見
解
は
。

　
　

�

【
教
育
参
事
】

①
当
時
の
教
育
参
事
は
、
３
点
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
て
い
る
。
１
．県
に

よ
る
外
国
人
児
童
生
徒
適
応
指
導
員

派
遣
訪
問
。
２
．県
非
常
勤
講
師
の
配

置
。
３
．町
補
助
教
員
の
配
置
。
現
在

で
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
音
声
翻
訳
機
や
通
訳
派
遣
の

手
数
料
の
用
意
も
あ
る
。

②
御
嵩
町
で
は
、
保
護
者
と
の
連
絡

手
段
と
し
て「
き
ず
な
ネ
ッ
ト
」と
い

う
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
平
成

22
年
度
か
ら
採
用
し
て
い
る
。
年
々

改
良
が
進
み
、
７
カ
国
語
に
対
応
す

る「
自
動
翻
訳
機
能
」や「
欠
席
・
遅
刻

連
絡
機
能
」な
ど
が
機
能
追
加
さ
れ
て

お
り
、
各
校
が
使
い
方
を
工
夫
し
て

い
る
。

③
現
在
の
支
援
の
継
続
を
基
本
と
し

な
が
ら
、
東
濃
高
校
生
徒
と
の
交
流

や
、
日
本
語
が
堪
能
な
外
国
人
な
ど

の
人
材
を
念
頭
に
支
援
の
充
実
を
目

指
す
。

�

【
民
生
部
長
】

③
園
児
に
応
じ
手
振
り
身
振
り
や
ゆ

っ
く
り
と
し
た
日
本
語
な
ど
保
育
士

が
工
夫
を
し
て
い
る
。
通
訳
が
必
要

な
場
合
は
、
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

か
ら
通
訳
者
派
遣
の
ほ
か
、
岐
阜
県

の
外
国
人
行
政
相
談
員
や
三
者
通
話

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
対
応
し

て
い
く
。

�

【
教
育
長
】

④
日
本
人
と
外
国
人
の
子
ど
も
が
、

互
い
を
尊
重
し
、
受
け
入
れ
合
う
教

育
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
を
通
し

て
、
よ
り
よ
い
多
文
化
共
生
社
会
の

担
い
手
と
し
て
成
長
し
て
い
く
素
地

を
育
ん
で
い
く
。
あ
わ
せ
て
、
外
国

人
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
様
々
な
面
か
ら
の
支
援
を
充

実
さ
せ
て
い
く
。

問答

町
内
中
学
校
の
運
動
部
活
動
の

地
域
移
行
に
つ
い
て

多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
に
向
け
た

外
国
籍
の
園
児
、
児
童
生
徒
の
就
学
支
援
に
つ
い
て

奥村悟　議員

みたけ議会のたより （令和4年12月1日号）
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保
育
園
の
建
て
替
え
は
急
務
で

あ
る
。庁
舎
建
設
と
保
育
園
は
切
り

離
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。早
急
に

対
応
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

�

【
町
長
】

　

中
保
育
園
と
児
童
館
と
の
ワ
ン
セ

ッ
ト
と
い
う
の
は
議
会
に
対
し
て
も

説
明
し
て
お
り
、
用
地
を
選
定
す
る

際
に
、
他
の
候
補
地
で
あ
れ
ば
中
保

育
園
は
す
ぐ
に
着
工
で
き
る
と
い
う

こ
と
も
説
明
し
て
い
る
。
過
去
に
議

論
し
た
こ
と
を
全
て
忘
れ
て
し
ま
っ

て
は
行
政
と
し
て
非
常
に
困
惑
す
る

ば
か
り
で
あ
る
。

　

平
成
28
年
11
月
、
新
庁
舎
整
備
特

別
委
員
会
の
中
間
ま
と
め
で
、
求
め

ら
れ
る
庁
舎
に
つ
い
て
、
ほ
か
の
公

共
施
設
の
集
約
・
複
合
化
も
見
据
え
、

庁
舎
整
備
移
転
と
同
時
に
建
設
に
つ

い
て
議
論
を
さ
れ
、
平
成
29
年
12
月

に
新
庁
舎
整
備
特
別
委
員
会
の
第
２

次
中
間
報
告
が
出
さ
れ
て
い
る
。
議

員
は
特
別
委
員
会
に
籍
を
置
き
、
い

ず
れ
の
特
別
委
員
会
で
も
全
会
一
致

と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
過
去
の
決

定
に
従
い
、
用
地
買
収
に
つ
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
の
地
権
者
に
お
話
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
い

わ
ゆ
る
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
た
と
解
釈

し
て
い
る
。

問答

　
　
要
対
策
土
を
断
っ
た
場
合
、
町

と
町
民
に
不
都
合
な
こ
と
は
何
か
。

　
　

�

【
町
長
】

想
像
で
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
町
長
が
受
け
入
れ
前
提

と
し
た
８
項
目
の
う
ち
７
項
目
は
理

由
に
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
町
長
の

見
解
は
。

　
　

�

【
町
長
】

理
由
は
述
べ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

「
信
用
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、「
何

が
心
配
か
」
を
し
っ
か
り
議
論
し
て

い
く
の
が
正
し
い
方
法
だ
と
思
っ
て

い
る
。
リ
ニ
ア
発
生
土
置
き
場
に
関

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
も
気
付
か

な
い
こ
と
が
論
じ
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ

を
基
に
協
定
が
結
べ
る
か
ど
う
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
場
だ
と
思
っ
て
い
る
。「
な
ぜ
方

向
転
換
し
た
か
」「
な
ぜ
受
け
入
れ

前
提
と
し
た
の
か
」
と
い
う
質
問
ば

か
り
で
は
建
設
的
な
意
見
の
集
約
も

で
き
ず
、
結
論
は
な
か
な
か
求
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

問答再
質
問

答

中
保
育
園
・
児
童
館
の

早
急
な
対
応
策
を

「
リ
ニ
ア
要
対
策
土
受
け
入
れ
前
提
の
協
議
に
入
る
」

と
は
？

岡本隆子　議員

▲中保育園

▲リニアフォーラムの様子

みたけ議会のたより  （令和4年12月1日号）
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転
用
許
可
の
要
件
と
し
て
、
県

は
「
審
査
に
必
要
な
範
囲
で
の
転
用

事
業
の
確
実
性
」
を
確
認
す
る
た
め
、

「
事
務
所
移
転
特
別
議
決
」
の
賛
否

見
込
み
を
現
議
員
11
名
に
求
め
て
き

た
。
４
名
の
議
員
が
こ
れ
に
反
対
し

て
い
る
た
め
、
予
定
地
の
農
地
転
用

が
未
だ
許
可
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

に
よ
り
予
定
地
で
あ
る
農
地
の
買
取

が
で
き
な
い
。
万
一
不
許
可
と
な
っ

た
場
合
、
御
嵩
町
の
行
財
政
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
か
。

　
　

�

【
町
長
】

　

こ
れ
ま
で
議
会
が
ほ
ぼ
全
会
一
致

で
認
め
て
き
て
、
使
っ
た
お
金
が
お

お
よ
そ
６
億
５
千
万
円
ぐ
ら
い
で
あ

り
、
こ
れ
が
す
べ
て
無
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
試
算
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
計
画
が
す
べ
て
で
き
な
く

な
る
と
御
嵩
町
は
合
計
で
十
数
億
円

の
損
失
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

行
政
と
し
て
議
会
の
議
決
な
し
で
は

動
け
な
い
。
用
地
買
収
の
費
用
は
繰

越
し
と
な
っ
て
い
る
が
、
上
下
水
道
、

用
排
水
路
、
そ
れ
ら
の
設
計
書
、
計

画
書
な
ど
す
べ
て
に
お
金
が
使
わ
れ

て
お
り
、
６
億
５
千
万
円
に
達
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
心
配
し
て
い
る
の
は
、
令

和
５
年
度
以
降
、
中
保
育
園
の
指
定

管
理
者
と
し
て
引
き
受
け
て
も
ら
え

る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
来
年
か
ら
子

ど
も
た
ち
が
通
う
保
育
園
、
運
営
者

に
つ
い
て
も
考
え
て
、
行
政
に
任
せ

る
で
は
な
く
、
議
会
と
し
て
も
し
っ

か
り
と
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問答

新
庁
舎
等
予
定
地
の

農
地
法
第
５
条
の
転
用
許
可

審 結議 果
議案番号 事　　件　　名 結果

議案第50号 令和４年度御嵩町一般会計補正予算（第５号）について 可決
（全員賛成）

議案第51号 工事請負契約の締結について 可決
（全員賛成）

第4回 臨時会　令和4年10月19日

第４回臨時会において、２件の議案を審議・採決しました。

安藤信治　議員

みたけ議会のたより （令和4年12月1日号）
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（8月～10月）議

お知らせ

本会議�
議案などを審議し、議会の最終
的な意思を決定する、全議員で構
成する会議です。議長が議事を進
行します。
一般質問�
議員が、定例会本会議において、
議案に関係なく広く行政全般にわ
たって、執行部の報告、説明、所
信の表明を求め、疑問点をただす
ことです。
審議�
議案などについて説明を聞き、
質疑し、討論をし、表決をする一
連の流れのことです。

議会当日、議会事務局受付（役場２階）で住所、氏名などを所定
の用紙に記入後、傍聴券を受け取りください。
　　　　感染症予防のため、マスクの着用、手指の消毒をお願いしま
す。また、発熱、せき、くしゃみ、のどの痛みなどの症状がある場合
は、傍聴をご遠慮ください。（受付時の検温にご協力ください）

お願い

一般質問の模様が生中継（場
合によっては録画放送）されま
す。ぜひ、ご覧ください。

月　日 曜日 会議 内　容

12月1日 木 本会議 会期の決定、諸般の報告、議
案の上程及び提案理由の説明

６日 火 本会議 一般質問

７日 水 本会議 一般質問

９日 金 本会議 議案の審議及び採決

議会を傍聴しませんか

次回
令和４年
第４回定例会（予定）
12月１日㈭から12月９日㈮

※日程は都合により変更となる場合があります。
※審議内容などは町ホームページに掲載します。

議会を傍聴するには？？

一般質問はケーブルテレビ
可児でご覧いただけます

会 日 誌
8月

  1日 議会報編集委員会
  9日 全員協議会

議会運営委員会
第３回臨時会

11日 第２回御嵩町リニア発生土置き場に関
するフォーラム

16日 議会運営委員会
全員協議会
新庁舎等建設特別委員会
議会報編集委員会

17日 総務建設産業常任委員会協議会
19日 民生文教常任委員会協議会
23日 新庁舎等建設特別委員会
26日 県町村議会議長会理事会・評議員会
30日 全員協議会

議会運営委員会

9月
  1日 第３回定例会（初日）
  7日 第３回定例会（一般質問）
  8日 第３回定例会（委員会付託）
  9日 可茂消防事務組合面談
14日 民生文教常任委員会
16日 総務建設産業常任委員会
18日 新庁舎等整備事業に係る住民説明会

（中公民館）
20日 名鉄広見線活性化協議会

新庁舎等整備事業に係る住民説明会
（伏見公民館）

21日 第３回定例会（最終日）
議会報編集委員会

22日 岐阜県議会副議長面談
新庁舎等整備事業に係る住民説明会
（上之郷公民館）

23日 第３回御嵩町リニア発生土置き場に関
するフォーラム

10月
  4日 岐阜県町村議会議長会定期総会

正副議長研修会
  5日 杉山第三学園との意見交換会
  6日 議会報編集委員会
17日 全員協議会

議会運営委員会
19日 第４回臨時会

全員協議会
議会報編集委員会

25日 議会運営委員会
31日 議会報編集委員会

お詫びと訂正
みたけ議会のたより№ 146号（9/1 発行）に、字句の誤りがありました。お詫びして訂正します。
11ページ右側青色枠内　一般質問の説明部分　　誤　「初診」　　正　「所信」

みたけ議会のたより  （令和4年12月1日号）
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議
会
活
動

ご
案
内
は
ミ
ー
モ
く
ん
で
し
た
。

次
号
は
3
月
1
日
発
行（
第
4
回
定
例
会
）

予
定
で
す
。
ま
た
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

■令和4年12月1日　■編集／議会報編集委員会　■発行／御嵩町議会　■岐阜県可児郡御嵩町御嵩1239−1　☎0574−67−2111
【ホームページURL】https://www.town.mitake.lg.jp/　【メールアドレス】gikai@town.mitake.lg.jp

杉
山
第
三
学
園
と
の
意
見
交
換
会

第
２
回
臨
時
会
（
７
／
27
）
で
採
択
さ
れ
た
「
新

庁
舎
等
整
備
事
業
の
早
期
実
施
に
関
す
る
請
願
書
」

を
受
け
て
、
10
月
５
日
（
水
）、
中
保
育
園
の
指
定

管
理
者
で
あ
る
学
校
法
人
杉
山
第
三
学
園
と
議
員

（
10
名
出
席
）
と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
杉
山
第
三
学
園
か
ら
は
、「
園
児
た
ち
の
命
に

関
わ
る
こ
と
、
一
刻
も
早
く
安
心
し
た
園
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
明
日
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
建
設
予
定
地
で
の
事
業
を
進
め
て
ほ
し
い
」

と
の
意
見
が
あ
り
、
議
員
は
各
々
の
中
保
育
園
に

対
す
る
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

亜
炭
鉱
跡
防
災
対
策

事
業
の
継
続
を
要
望

10
月
４
日（
火
）
の
岐

阜
県
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会
で
、
高
山
由

行
議
長
が
亜
炭
鉱
跡
防

災
対
策
事
業
の
継
続
を

要
望
し
ま
し
た
。

可
茂
地
域
市
町
村
議
会
議
員

研
修
会

11
月
11
日
（
金
）、
シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
美
濃
加
茂
で
可
茂
地
域
市
町

村
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
１
０
０
０
日
戦
争　
今
ま
で

こ
れ
か
ら
」、「
可
茂
地
域
の
救
急

医
療
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
中

部
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
の
山
田
実

貴
人
副
病
院
長
に
よ
る
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

至
誠
に
し
て
動
か
ざ

る
も
の
は
、
未
だ
こ
れ

有
ら
ざ
る
な
り

こ
れ
は
、
長
州
藩
で

山
鹿
流
兵
学
を
教
え
て

い
た
吉
田
松
陰
の
言
葉

で
あ
り
ま
す
。
彼
は
、

孟
子（
中
国
の
思
想
家
）

の
「
真
心
を
も
っ
て
誠

実
に
接
す
れ
ば
、
動
か

な
い
人
は
い
な
い
」
と

い
う
言
を
信
じ
、
自
己

に
厳
し
く
自
分
の
気
持

ち
に
誠
実
に
生
き
た
人

物
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
に
、〝
自
分

自
身
に
嘘
を
つ
か
な
い

誠
実
で
強
い
生
き
方
が
、

ど
れ
ほ
ど
難
し
く
、
ど

れ
ほ
ど
尊
い
か
〟
を
教

え
て
い
ま
す
。
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

�

（
Ｔ
．
Ｓ
）

暫
時
休
憩


